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歳
の
瀬
に
思
う

｛績修山口銀生｝

理事長・学園長

関口修

もうすぐ各

歳
の
瀬
に
は
一
年
聞
を
顧
み
る

様
々
な
行
事
が
あ
り
、
幸
・
不
幸

に
拘
わ
ら
ず
無
事
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
る
思
い
に
感
謝
の
気
持
ち
が

養
わ
れ
ま
す
。

省
み
て
、
私
に
と
っ
て
、
今
年

は
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
程
に
、

早
く
日
時
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

今
年
は
何
毒
し
た
の
か
と
自
分
に

問
い
か
け
れ
ば
、
創
立
者
・
名
誉

学
園
長
・
関
口
富
左
先
生
の
御
逝

去
に
よ
る
学
園
葬
で
我
が
母
な
れ

ど
も
涙
し
た
と
と
で
す
。
名
誉
学

園
長
を
乗
せ
た
車
が
学
園
の
記
念

碑
を
回
り
、
野
辺
の
送
り
へ
と
向

か
っ
た
折
に
学
生
・
生
徒
の
惜
別

の
涙
に
感
謝
し
な
が
ら
も
、
一
部

教
職
員
の
笑
う
演
が
脳
裏
に
深
く

燐
き
付
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
名

誉
学
園
長
は
悲
し
か
っ
た
で
し
ょ

う
が
、
恨
ん
だ
り
は
し
な
い
で
自

分
の
い
た
ら
な
さ
を
艶
じ
て
い
た

ろ
う
と
思
え
る
情
景
で
し
た
。
残

念
で
し
た
。

名
誉
学
園
長
の
思
い
を
心
に
秘

め
て
の
卒
業
式
や
入
学
式
に
は
清

楚
に
成
長
を
重
ね
る
若
者
の
輝
き

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
学
園
に
集

う
者
、
若
い
人
々
の
成
長
に
幾
許

か
の
御
手
伝
い
が
出
来
る
こ
と
を

喜
び
と
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

教
職
員
の
皆
さ
ん
は
夏
の
終
わ

り
に
学
園
教
育
充
実
研
究
会
を
開

催
し
、
自
己
研
修
に
勤
し
み
ま
し

た
。
さ
ら
に
大
学
と
短
期
大
学
部

の
教
員
は
同
僚
評
価
に
挑
み
、
授

業
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
と
と
は

評
価
に
値
す
る
行
為
で
す
。
職
員

の
多
様
な
研
修
に
は
今
後
の
発
展

に
期
待
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
私
は
、
福
島
県
内
の
私
立
大
学
、

短
期
大
学
の
復
興
に
関
す
る
御
手

伝
い
を
少
し
ば
か
り
行
い
ま
し
た
。

復
興
大
臣
の
根
本
代
議
士
が
指
揮

す
る
復
興
庁
の
皆
さ
ん
や
文
部
科

学
省
の
皆
さ
ん
に
も
大
変
お
世
話

に
な
り
、
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

御
誕
隔
で
少
し
ば
か
り
復
興
の
方
向

へ
と
歩
み
だ
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

復
旧
の
範
鳴
を
出
て
い
な
い
部
分

が
残
り
ま
す
。

復
興
途
中
の
状
況
に
あ
っ
て
も
、

学
生
・
生
徒
の
有
志
は
力
強
く
采

女
踊
り
に
挑
戦
し
、
地
域
社
会
に

元
気
を
呼
び
起
こ
し
、
更
に
一
等

貨
の
活
曜
は
素
晴
ら
し
く
、

2
5

0
余
名
の
耕
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
若
い
カ
こ
そ
が
地
域
社
会
に

復
興
を
も
た
ら
し
、
風
評
被
害
を

払
拭
す
る
最
大
の
要
因
な
の
で
す
。

学
生
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
御
願

し
た
い
事
は
、
皆
さ
ん
の
若
い
力

が
放
射
線
被
災
地
か
ら
各
地
の
仮

設
住
宅
に
避
熊
し
、
苦
難
な
生
活

を
し
て
い
る
方
々
に
、
元
気
と
希

望
を
届
け
て
欲
し
い
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
鮮
は
地
域
社
会
の
希
望
を

生
み
出
し
、
や
が
て
本
当
に
美
し

い
安
全
安
心
な
自
然
へ
と
導
く
で

し
ょ
う
。

今
と
そ
行
動
す
る
時
で
す
。
地

域
社
会
は
皆
さ
ん
の
人
間
力
を
求

め
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
復
興
へ

の
道
筋
を
開
拓
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

｛
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開成の祉（2)

学
園
教
育
充
実
研
究
会
は
、
学
園
の
F

D
（
フ
ア
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ペ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
一
一
教
員
の
研
修
活
動
〉
、
S
D
〈
ス
タ
ッ

フ
・
デ
ィ
ペ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
二
職
員
の
研
修

活
動
）
を
担
当
す
る
養
員
会
で
あ
る
。

当
餐
員
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
「
学
び

合
い
、
教
え
合
う
学
園
へ
」
き
ア
1
マ
に
掲

げ
、
本
学
の
F
D
－

S
Dの
刷
新
を
図
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
教
職
員
相
互
の
コ
ミ
主
ケ

ー
シ
ヨ
ン
を
活
発
に
し
、
互
い
の
良
さ
を
共

有
す
る
こ
と
マ
共
に
成
長
を
目
指
そ
う
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
「
授

業
検
討
会
」
「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
〈
グ
ル
ー
プ

討
議
と
な
ど
、
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

u月
鴎
日

〈月〉

i
m日
（
金
）
の
2
週
間
に
渡
っ
て
、

大
学
・
短
大
で
「
金
授
業
公
開
・
拳
観

期
間
」
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
慰
問
、
教
員

は
自
分
の
金
授
業
を
公
開
し
、
自
ら
も
他

の
教
員
の
授
業
を
多
観
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
職
員
も
授
業
の
多
観
が

求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
対
象
を
限

定
し
た
授
業
公
開
・
移
棋
は
行
わ
れ
て

い
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
規
模
で
の
授
業

公
開
・
参
観
は
、
本
学
始
ま
っ
て
以
来
の

も
の
で
あ
る
。

教
員
か
ら
は
「
大
変
緊
張
し
た
」
と
の

声
が
聞
か
れ
る
一
方
、
「
よ
い
刺
撤
に
な
っ

た
」
「
い
た
だ
い
た
助
言
を
今
後
の
授
業
に

活
か
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
ま
た

織
員
か
ら
は
「
入
臓
依
頼
、
初
め
て
見
る

授
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
感
慨
深
ど

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
た
。
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一

本
年
度
前
期
に
は
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
講
習
会
」
が
教
員
・
職
員
対
象
と
し
て

開
催
さ
れ
た
が
、
－
職
員
対
象
の
後
期
の
研

修
会
と
し
て
、
宥
限
会
社
ヴ
定
イ
ス
・
プ

ロ
代
表
取
締
役
吉
田
い
く
よ
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
ロ
月
時
日
〈
金
）
に
「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
1
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

吉
田
氏
は
、
本
短
期
大
学
部
家
政
科

福
祉
情
報
専
攻
の
非
常
勤
講
師
を
勤

め
て
お
ら
れ
る
。

教
員
は
授
業
・
講
義
・
保
育
等
で
日
々
、 お隠しZされる吉田いくよ氏

学
生
・
生
徒
・
園
児
と
接
し
、
ど
父
兄
と

関
わ
ゆ
ゐ
こ
と
も
多
い
。
な
必
、
大
学
・
短

大
教
員
は
さ
ら
に
研
修
会
や
講
演
会
の

講
師
と
し
て
、
自
治
体
、
企
業
、
住
民
の

方
々
と
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
関
わ
り
方
が

以
前
よ
り
は
濠
く
な
り
、
他
者
へ
の
対
応

の
重
要
性
が
増
し
て
き
で
い
る
と
思
わ
れ

る。
本
学
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
は
自

己
の
研
鍵
に
頼
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

事
務
局
に
お
い
て
若
手
職
員
の
割
合
が

増
え
て
き
て
、
専
門
家
か
ら
体
系
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ぷ
必
要
性
が
認
識
さ

れ
た
。
こ
の
学
び
に
よ
り
、
学
生
・
生

徒
・
園
鬼
、
ご
父
兄
、
治
績
の
関
係
者
、
そ

し
て
教
職
員
聞
の
対
応
の
向
上
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
中
堅
以
上
の
滋
員
に
お
い
て
も

自
分
自
身
の
ぜ
ジ
ふ
ス
マ
ナ
ー
を
こ
こ
で

再
確
認
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

今
回
の
研
修
は
仕
事
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
コ
ミ
ユ
ニ
ク
1
シ
ヨ
ン
能
力
の
向

上
を
目
的
に
、
挨
拶
・
話
し
方
等
実
際
の

状
況
を
想
定
し
た
内
容
輔
、
あ
っ
た
。

事
務
局
職
員
を
対
象
と
し
た
企
画
で

は
あ
っ
た
が
、
大
学
・
短
大
・
高
校
・
幼

稚
園
教
員
の
参
加
あ
あ
っ
た
。

遺
蹟
由
鍵
子
氏
講
演

「
震
災
後
の
生
を
方
」

平
成
お
年
度
第
2
回
数
養
講
座
が
ロ

月
U
目
、
建
学
記
念
欝
堂
で
開
催
怒
れ
た
。

欝
師
は
、
元
福
島
県
教
育
袋
員
会
委

員
長
・
奥
会
津
書
房
代
表
・
編
集
長
の

遠
藤
由
美
子
氏
。
「
震
災
後
の
生
き
方
」

と
題
し
て
講
渡
し
、
1
3
0
0人
が
聴
講

し
た
。
違
膳
氏
は
郡
山
女
子
短
期
大
学

部
生
活
芸
術
科
を
卒
業
、
首
都
圏
で
フ
リ

ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
後
、
U
タ
1
ン。

大
学
人
間
生
活
学
科
掴
抵
コ
ー
ス
の

篇
M
m
固
率
察
研
究
発
帯
会
が
ω
m
R
m園、

食
鋤
禦
鐘
挙
制
の
憧
mm嶋
田
皐
築
研
究
錆

温
情
念
は
判

R
m闘
に
行
わ
れ
た
。
先
生

方
の
雌
m
g構
内
容
に
対
す
6
指値観畠
T

質
問

“F
Sり
、
累
積
し
た
雰
囲
気
の
中
で
進

め
ら
れ
た
。
主
な
箇
文
題
名
と
錆
書
偶
者

は
漢
の
遍
uv
。

実剣lζ聞き入る鯵加者

【
大
学
・
人
間
生
活
学
科
福
祉
コ
ー
ス
】

マ
震
災
後
の
避
難
者
に
対
す
る
支
援
の

現
状
と
課
題
l
お
だ
が
い
さ
ま
セ
ン
タ
ー

を
事
例
と
し
て
l

大
堀
裕
子

マ
原
発
事
故
を
要
因
と
し
た
避
難
住
民

の
生
活
不
安
｜
仮
設
住
宅
に
住
む
高
齢

者
を
対
象
と
し
て

I

松
本
愛
美

マ
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
障
害
者
の
雇

用

の

義

化

小

野

咲

紀

マ
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
介
護
状
況
の
比

較
と
考
察
l
日
本
と
ス
ウ
£
1デ
ン
の
介

護
職
員
を
取
り
巻
く
環
境
と
条
件
l

佐
々
木
友
絵

マ
シ
ル
バ
ー
人
材
h
u
ン
タ
ー
を
通
し
て
得
る

高
齢
者
の
生
き
が
い
移
目
樹
美
恵

マ
孤
独
死
に
つ
い
て
l
ア
メ
リ
カ
の
独
居

高
齢
者
支
援
か
ら
見
る
こ
れ
か
ら
の
日

昭
和
村
「
か
ら
む
し
織
り
」
の
振
興
に
携

わ
り
、
村
の
人
々
の
暮
ら
し
ゃ
奥
会
常
文

化
の
精
神
性
を
次
世
代
に
伝
え
た
い
と

活
動
し
て
い
る
。

遠
藤
氏
は
「
母
校
で
の
藤
被
は
大
変
嬉

し
い
で
す
。
奥
A
M
湾
文
化
の
精
神
的
部
分

を
伝
え
た
い
と
出
版
業
を
始
め
ま
し
た
。

震
災
以
後
、
成
長
の
中
で
作
ら
れ
た
シ
ス

テ
ム
が
崩
れ
去
り
、
従
来
の
価
値
観
は
適

用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
原
発
の
事
故
は

大
人
の
責
任
で
す
。
私
達
点
乞
肥
や
し
に
し

て
、
視
野
を
広
く
持
っ
て
こ
れ
か
ら
自
分

で
生
さ
み
遣
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話

し
た
。

本
に
必
け
る
孤
独
死
対
策
｜本

田
綾
花

マ
被
慮
待
児
童
に
対
す
る
精
神
的
支
援

へ
の
提
案
l
児
童
擁
護
施
設
に
お
け
る
関

わ

り

か

ら

｜

漉

建

都

子

マ
認
知
症
高
齢
者
の
食
事
介
助
に
関
す

る

一

考

察

景

山

真

衣

｛
大
学
・
食
物
謙
聾
学
科
】

マ
女
子
大
学
生
の
肥
満
度
と
食
生
活
及

び
体
型
意
識
と
の
関
係
に
つ
い
て

遠
藤
瑛
麓
／
佐
藤
真
里
奈

マ
栄
養
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
1
海
外
で

働
く
栄
養
士

畠
ゆ
か
り
／
蛭
田
真
挙
／

藤
田
奈
樟
実

マ
高
齢
期
に
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
を

強
化
し
た
か
ま
ぼ
こ
の
製
造

佐
藤
薫
／
佐
野
友
答
／
高
橋
明
音

マ
カ
フ
ェ
の
腫
史
と
ボ
ジ
シ
ヨ
一
ン
グ

安
部
朱
音
／
汐
谷
早
紀

マ
エ
ゴ
マ
の
利
用
に
関
す
る
研
究

児
玉
若
菜
／
柏
原
早
苗
／

金
子
亜
紀
美

マ
須
賀
川
市
の
生
活
習
慣
病
の
背
景
と

な
る
食
の
環
境
に
関
わ
る
研
究

小
平
未
来
／
熊
倉
有
美
／

三
瓶
あ
り
さ
／
高
橋
謝
祭

講演する鎗旗畠美子氏

マ
六
次
化
に
よ
み
治
雄
総
こ
し
に
関
す
る

研
究
小
林
未
奈
／
樋
渡
麻
未

マ
母
乳
の
放
射
性
核
種
の
分
析

佐

藤

晶

マ
食
物
ス
テ
ロ
ー
ル
エ
ス
テ
ル
の
油
脂
代
用

物
と
し
て
の
調
理
特
製
i
デ
ニ
ッ
シ
ユ
パ
ン

へ
の
応
用
1小

笠
原
発
咲
／
角
地
綾
／

亀
田
弥
生

マ
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
食
事
傾
向
・
栄

養
管
理
と
競
義
成
績
の
関
係

川
上
由
里
／
木
船
愛
／
費
藤
盛
子

マハ
1
プ
の
香
気
成
分
に
対
す
る
生
理
・

心
理
的
応
答
に
つ
い
て

菊
地
美
希
／
矢
吹
艦
／
渡
辺
紫
帆

マ
酢
酸
菌
を
用
い
た
発
欝
食
品
の
検
討

佐
藤
あ
す
か研究の1J!!JRを発表



第
66 
回
全
国

事
学

実
レ

ボ

量
手
権
大
会

回
目
問
嗣
開
嗣
凹

新
人
職
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
県
麓
体
と
苦

戦
を
強
い
ら
れ
た
附
属
高
校
は
磐
域
第

一
を
つ
い
に
鋪
し
、
金
国
大
会
の
最
後
の

切
符
を
傘
還
し
た
。
全
国
大
会
は
1
月
5

日
か
ら
東
京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。

－
固
職
で
は
相
馬
束
を
2
’
。
、
会
棒

学
鳳
に
も
2
I
Oと
勝
ち
上
が
り
、
磐
城

第
一
と
の
決
勝
載
に
臨
ん
だ
。

鎗

m
lセ
ッ
ト
か
ら
目
黒
選
手
の
サ
ー
ビ

ス
エ
ー
ス
な
ど
7
連
続
得
点
で
試
合
の
主

導
権
を
握
り
3
1
0の
ス
ト
レ
ー
ト
で
振

り
切
っ
た
。
選
手
た
ち
は
応
援
団
の
前
で

抱
き
合
い
な
が
ら
、
事
ぴ
を
爆
発
さ
せ
た
。

佐
藤
浩
明
監
督
は
「
世
間
構
選
手
・
目

黒
選
手
の
パ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
な
ど
攻
懇
の
回

数
を
増
や
し
、
低
い
サ
1
プ
の
精
度
を
ア
ッ

プ
さ
せ
た
の
も
勝
因
」
と
選
手
の
成
長
合

た
た
‘
え
た
。

主
将
の
目
黒
選
手
は
「
今
ま
で
全
国

大
会
マ
は
3
年
連
続
の
初
戦
敗
退
。
一
人

一
人
の
技
術
ア
ッ
プ
令
図
り
、
一
試
合
で

も
多
く
戦
い
た
い
。
目
標
は
ベ
ス
ト
8
」と

開成の柱。〉

回
戦
で、
大
和
南
f司

校

神
活区
沼ミ

JI I 
と
対
戦

6年連続17回目鍵JIO)笑叡

山
形
大
学
都
市
・
地
域
学
研
究
所
と

山
辺
町
主
催
の
第
3
困
安
達
也
士
郎
記

念
平
和
弁
論
大
会
で
附
属
高
校
古
川
の

ど
か
さ
ん
（
2
年
）
が
、
金
国
2
位
に
当
た

る
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

こ
の
大
会
は
同
町
出
身
で
常
設
国
際

司
法
裁
判
所
の
生
み
の
親
の
一
人
で
も

あ
る
安
逮
峰
一
郎
博
士
の
平
和
の
精
神

を
受
け
継
ご
う
と
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
で
3
回
目
の
大
会
が
日
月
時
目
、
開
催

さ
れ
た
。

古
川
さ
ん
の
作
品
は
「
命
、
来
日
本

大
震
災
で
の
様
々
な
体
験
合
踏
ま
え
て

世
界
の
飢
餓
に
つ
い
て
訴
え
た
も
の
。
「
初

抱負を力強く蒋へた。

大会の組み合わせ抽選会が

ロ月1目、東京都内で行われ、

1回戦は神奈川代表の大和

南と対戦することが決まった。

大会の登録選手は次の施入。

メンバー婁

名 前 学年

高栂 3長衣 1年

..  舞讐 1年

潟厳然琶 1年

岡SIS 望勢1 1年

メンバー婁

名 前 学隼

目 線 優 佳 3年

高.fl；表 3毒事

須篠祭事康子 3童手

羽後美知後 3年

上野美由紀 3華字

小事事 由美 2年

~石沢’E海 2年

郷替8J聖 2年

丹野猪，E 1年

鈴木多泉 1年

戸割腹緩奈 1毒事

音田 ·~健 3童手

弓国民衆 1年

大竹’E衣 1年

古
川
の
ど
か
さ
ん
が
2
位
に

第
3
目
安
遺
峰
一
郎
記
念
世
界
平
和
弁
論
大
会
で

め
て
の
経
験
で
非
常
に
緊
張
し
た
が
大

き
な
ミ
ス
も
な
く
練
習
還
り
に
で
き
て
よ

か
っ
た
。
来
年
も
挑
職
し
ま
す
。
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

｛
大
挙
事
友
会
｝

会
長
俊
令
本
給
養
（
食
栄
・

2
年〉

副
会
長
長
沼
美
帆
（
食
栄
・

2
年）

副
会
長
絵
本
真
歩
〈
食
栄
・

1
年）

総
務
都
長
樽
弁
真
理
（
食
栄
・

2
年〉

書
記
鈴
木
優
香
（
食
栄
・

2
年〉

書
記
高
橋
七
海
（
食
栄
・

1
年）

会
計
佐
藤
莱
摘
（
食
栄
・

2
年〉

会
計
森
田
未
来
（
食
栄
・

1
年〉

庶
務
鈴
木
知
美
（
食
栄
・

2
年）

体
育
部
長
中
村
千
晶
（
食
栄
・

1
年〉

おセット...縫製未選手のスパイクが淡まる15点目弁鱒大会2位のiSJllのどかさんαE}と脅木先生

学ぴの放 附属高校修学旅行

文
化
部
義
援
彩
〈
食
栄
・

1
年）

厚
生
部
長
大
場
美
紅
〈
食
栄
・

2
年）

【短期－
X
準
蔀
学
窓
会
〕

会
長
七
海
品
物
（
幼
教
・

1
年〉

副
会
長
佐
藤
由
佳
（
食
物
・

1
年）

副
会
長
浜
本
菊
沙
（
食
物
・

1
年〉

総
務
部
長
安
蘇
真
〈
幼
教
・

1
年）

書
記
佐
藤
仁
美
〈
文
化
・

1
年）

書
記
塩
田
俊
紀
〈
幼
教
・

1
年）

会
計
費
藤
梢
〈
音
楽
・

1
年）

会
計
田
中
唯
〈
劫
教
・

1
年）

庶
務
唐
橋
美
香
〈
食
品
切
・

1
年）

線燭療費置な金鶴号事（＜：：感動！

－
修
畿
＆
持
守
容
ゐ
援
と
と

総
た
ち
普
幾
・
発
端
明
科
は
、
お
そ
ら
く
今
ま

で
の
修
学
旅
行
の
中
で
績
を
見
な
い
ハ
ー
ド
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
3
、4
B
B

は
崇
良
・
京
都
を
中
心
に
見
学
。
な
ん
と
2

日
間
で
訪
れ
た
寺
院
の
数
は
U
舎
。
そ
の
中

で
一
番
私
が
印
象
に
残
っ
た
の
は
東
大
寺
三

月
堂
の
不
空
罵
索
観
音
で
し
た
。
約
4
メー

ト
ル
の
黄
金
に
懇
ら
れ
た
体
躯
と
、
銀
劃
棋
の
宝

冠
の
素
晴
ら
し
き
に
鴛
き
、
当
時
の
人
々
の
信

・
た
く
さ
ゐ
＠
摩
虫
記
纏
れ
て

私
た
ち
第
2
学
年
は
、

u月
路
日
か
ら

沼
田
に
か
け
4
治
5
日
の
修
学
旅
行
へ
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
訟
が
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
広
島
原
爆
ド
ー
ム
・
資
料
館
と

金
問
寺
会
見
学
し
た
事
で
す
。
広
島
へ
の
原

海
投
下
、
自
分
の
立
っ
て
い
る
そ
の
地
で
起
こ

っ
た
出
来
事
だ
っ
た
と
い
う
事
実
と
職
争
が

あ
っ
た
事
は
一
生
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
金
崎
寺

畿圏八坂神社iこて吋まん君主ザ

－
裏
檀
曹
鳴

Mea
－’

私
た
ち
食
物
科
は
、
修
学
旅
行
で
3
日

目
以
降
、
京
都
の
食
・
寺
院
を
中
心
に
見

学
し
て
き
ま
し
た
。
私
の
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
祇
聞
に
あ
る
科
手
発
畳
拳
と
高
治
郎

で
す
。
美
登
幸
で
は
、
舞
子
さ
ん
と
ご
主
人

の
平
野
陽
さ
ん
が
食
事
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
来
て
く
だ
さ
り
、
平
野
さ
ん
は
食
に
つ
い

て
の
話
、
舞
子
ぢ
ん
は
幽
に
合
せ
て
踊
り

を
畿
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
料
理
や
、
食

体
育
部
長
面
川
万
季
（
食
物
・

1
年〉

文
化
部
長
横
田
安
寿
〈
幼
教
・

1
年）

厚
生
部
長
児
玉
絵
美
〈
食
物
・

1
年）

【
附
属
高
稜
生
徒
会
】

会
長
馬
場
美
樹
（
普
通
・

2
年）

副
会
長
阿
部
か
ん
な
（
美
術
・

2
年）

副
会
長
北
池
教
美
｛
普
通
・

1
年〉

書
記
大
塚
希
望
〈
普
通
・

2
年）

書
記
浅
倉
冴
美
〈
食
物
・

1
年）

会
計
阿
部
櫨
〈
普
通
・

2
年）

会
計
義
す
ず
ね
〈
美
布

1
年）

余
計
草
野
陽
〈
食
物
・

1
年）

仰
の
強
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
寺
院
見
学
の

他
に
も
能
舞
台
や
楽
器
博
物
館
、
工
場
見
学

を
行
い
、
音
楽
に
つ
い
て
も
勉
強
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
旅
行
を
通
し
て
私
た
ち
は
、
奈

櫛
と
は
自
己
を
表
現
す
る
だ
け
の
る
の
で
は

な
く
そ
れ
に
携
わ
る
大
勢
の
方
々
の
支
え
に

よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
事
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
家
旗
や
先
生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
継
ぎ
に
繁
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
音
幾
科
・
美
術
科
渡
部
優
香
）

で
は
舎
剥
肢
の
美
し
さ
に
圧
倒
怒
れ
ま
し

た
。
教
秘
書
で
見
る
金
簡
単
寸
と
は
全
く
感

じ
方
が
違
い
、
と
に
か
く
「
す
ご
い
」
と
い
う

言
葉
し
か
で
な
か
っ
た
く
ら
い
感
動
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
歴
史
に
触
れ

る
事
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
修
学
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。
高
校
生
活
で
心
に
残
る

思
い
出
を
友
人
や
先
生
方
と
作
れ
た
事
、
一

生
忘
れ
ま
せ
ん
。
4
泊
5
目
、
と
て
も
濃
し

か
っ
た
で
す
。
（
普
通
科
橋
本
明
奈
）

器
・
盛
り
つ
け
方
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
議
治
郎
で
は
、
悲
料
理
を
食
べ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
る
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
誌
で
作
っ
た
素
麺
で
す
。
越
の
素
麺

は
と
て
も
ら
ち
も
ち
し
て
美
味
し
か
っ
た

で
す
。
修
学
旅
行
の
5
日
間
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
5
日
間
で
学
ん

だ
味
付
け
、
盛
り
つ
け
、
食
器
、
色
影
な
ど

を
こ
れ
か
ら
の
調
理
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
患
い
ま
す
。
（
食
物
科
佐
藤
結
佳
〉



開成の祉（4)

A

マ
大
学
院
・
大
学

『
来
日
窓
大
震
策
、
福
島
原
滞
留
・
紘
が
県

民
に
与
え
＠
影
響
』
に
つ
い
て
展
示
説
明

し
た
。

（
大
学
院
・
人
間
生
活
学
研
究
桝
）

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
。

（
家
政
学
部
・
人
間
生
活
学
科

総
合
コ
ー
ス
）

－
附
属
高
校

『
ど
ん
ぐ
り
食
堂
」
の
闘
般

食
物
科
の
全
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
、

心
温
ま
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
（
食
物
科
）dk

一

日
頃
の
練
習
の
農
薬
を
発
揮
、
マ
I
T
Jグ

の
楽
し
き
ゃ
美
し
さ
を
伝
、
え
る
。

（マ
1
ず
ノ
グ
バ
ン
ド
部
）

開成の社（5)

目
で
見
る
介
護
。

（
家
政
学
部
・
人
間
生
活
学
務

コ
ー
ス
）

福
祉

－
短
大

学
生
の
手
菜
作
品
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
展
示
、
手
作
り
の
小
物
、
菓
子
な
ら
び
に

地
元
農
産
物
の
販
売
に
加
え
「
く
る
み
ぼ

た
ん
の
小
物
つ
く
り
」
「
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を

楽
し
く
利
用
し
よ
う
」
「
新
開
バ
ッ
グ
を

作
ろ
う
」
の
3
つ
の
講
習
会
を
開
催
。

（
家
政
科
・
福
祉
情
報
専
攻
）

『
レ
ス
ト
ラ
ン
も
み
じ
』

管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が
「
体

を
支
え
、
命
を
つ
な
ぐ
食
生
活
」
を
メ
ー
ン

テ
ー
マ
と
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
み
じ
を
開

設
し
た
。

（
家
政
学
部
・
食
物
栄
養
学
科
〉

Y
Lぷ駕

4・個
人
演
説
、
団
体
積
技
、
バ
レ
エ
や
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
な
ど
の
漬
技
発
表
。

ピ
ッ
グ
ア
’
ト

第
3
学
年
生
徒
全
員
の
顔
写
真
を
並

べ
て
1
枚
の
ア
ー
ト
を
作
成
。

（
新
体
操
部
〉

ラ
ジ
方
福
島
実
況
申
纏

U
R
U日
（
土
）
サ
テ
ラ
イ
ト
か
ら
お

分
間
中
継
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
発
衰
の
場
と
し
て
模
擾

店
「
M
a
p
l
e
G
a
r
d
e
n」
を
閉
店
し
、

「
塩
焼
き
そ
ば
」
「
た
こ
丸
」
な
ど
工
夫
を

議
ら
し
た
科
連
を
提
供
し
た
。

（
家
政
科
・
食
駒
栄
養
専
攻
）

進
協

幼
児
般
育
研
寓

H
幼
児
教
育
学
耕
の
目
噴
の
学
習
を

地
檎
へ
発
信
し
よ
う
H

（
幼
児
教
書
同
学
科
）

芳村言、
短
大
部
音
楽
堤
防
属
高
校
音
楽
科
、
管
楽

部
に
よ
る
「
も
み
じ
会
演
奏
会
」
。
ピ
ア
ノ
独

溝
、
独
唱
、
2
台
の
ピ
ア
ノ
な
ど
行
っ
た
。

（
音
楽
科
）

テ
ー
マ
は
『
八
貨
か
ら
も
ら
う
元
気
』

ー
撤
動
の
歴
史
の
中
に
文
化
の
花
を

咲

か

す

｜

（

文

化

学

科

）

相

同
州
凶
固
川
閃
凹
凶
凶
附
目

大
学
・
短
大
器
会

i
靖
モ
ヨ
車
問
予
か
恕
汗

i

大
学
院
・
文
学
。
短
大
・
専

攻
科
の
単
生
が
、
学
部
や
ク
ラ
ス

対
抗
、
ま
た
は
個
人
鯨
援
と
し
て

の
5
種
目
に
出
場
し
て
汗
を
涜

し
、
演
し
く
運
動
す
る
こ
と
で
力

強
い
復
興
を
目
指
し
た
。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

1
位
大
学
・
食
栄
2
年
A
－

B

2
位
短
大
・
幼
教
1
年
B

【
長
縄
挑
び
｝

1
位
短
大
・
却
教
2
年
C

2
位
短
大
・
幼
教
1
年
C

【
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
】

－
位
短
大
・
劫
教
2
委し

2
位
短
大
・
幼
教
1
年
B

薗
繊
師
会

i
駆
け
抜
廿
否

附
属
高
綬
隼
が
二
塁
に
会
し

て
心
を
－
つ
に
宵
曹
の
汗
を
流

し
ま
し
た
。
き
ら
き
ら
光
る
夢
に

向
か
っ
て
、
未
来
へ
の
錯
望
を
繋

ぎ
団
結
カ
を
高
め
て
競
援
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

【
未
来
に
向
か
っ
て
｝

－
位
教
職
員
チ
ー
ム

2
位

第

2
学
年

【
ザ
合
同
団
結
】

1
位

3
年
4
組

2
位

3
年
食
物

【
部
活
動
対
抗
リ
レ
1

学
芸
部
】

1
位
マ
ー
チ
ン
グ
パ
ン
ド
部

2
位
音
濃
部

【
障
害
物
リ
レ
1
】

1
位
大
学
・
食
栄
4
年
A

2
位
短
大
・
生
薬
・
音
瀧

【
未
来
へ
の
華
麗
な
る
変
身
｝

－
位
大
学
・
食
鴬
2
年
A
－

B

「
キ
キ
（
魔
女
の
宅
急
便
）
」

短
大
・
幼
教
1
年
A

「

J
K」

2 
位

実
踊
の
朱
来
ヘ

i

守
・

幼
盤
情
圃
バ
ザ
ー

父
母
会
員
各
家
庭
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
品
々
を
「
大
人
パ
ザ
l
」
で
販
売
。縄院び

選手怠奮する二人

溢心Iζ返る宝＼，)ft 自燃のリレー鱒妓
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「
企
業
戦
士
で
あ
っ
た
こ
る
の

思
い
出
」

古
山

幹
雄

前
職
は
、
金
融
機
関
の
営
業
店
シ
ス
テ

ム
を
造
る
S
E
（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
を

し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
最
も
印
象
に
残
る

の
は
、
最
初
に
手
が
け
た
都
市
担
行
向
け

営
業
店
シ
ス
テ
ム
で
、
以
降
S
Eと
し
て
活

躍
で
き
た
基
本
的
技
術
・
ノ
ー
ハ
ウ
は
殆

ど
こ
の
時
に
習
得
し
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
当
時
、
世
界
最
高
速

の
印
字
機
構
を
搭
輯
し
た
端
末
棋
を
採

用
し
た
シ
ス
テ
ム
で
昭
和
田
年
か
ら
昭
和

回
年
ま
で

m年
間
強
稼
働
し
て
い
た
。
左

の
写
真
は
記
念
と
し
て
も
ら
っ
た
最
後
の

端
末
機
の
プ
リ
ン
タ
部
品
の
一
部
と
不
鮮

明
で
あ
る
が
そ
の
全
容
で
あ
る
。

そ
の
後
、
共
通
控
術
支
援
の
仕
事
を
任

組 t，岨
印子園鶴抑

制卯521-638

さ
れ
、
全
国
各
地
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
か
な
り
出

張
し
た
。
今
回
、
あ
ら
た
め
て
教
え
て
み

る
と
、
担
都
道
府
県
に
訪
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
、
随
分
行
っ
た
も
の
だ
と
驚
い
て

いる。出
張
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、
や
は
り
「
美

味
し
い
も
の
」
で
あ
る
。
記
憶
に
残
る
ベ
ス

ト
3
は
①
博
多
の
屋
台
、
②
金
沢
の
近
在

町
市
場
の
寿
司
屋
、
③
新
札
幌
駅
高
架

下
の
新
札
幌
青
鮮
市
場
に
あ
っ
た
食
堂
の

「
ホ
ッ
ケ
定
食
」
（
現
在
、
市
場
は
移
転
）
で

あ
る
。
美
味
し
き
で
は
な
ん
と
言
つ
で
も

地
元
産
の
珍
し
い
ネ
タ
で
握
っ
て
く
れ
る

「
近
江
町
市
場
の
寿
司
屋
」
で
あ
る
が
、

「
博
多
の
屋
台
」
は
、
飲
食
し
て
い
た
も
の

こ
そ
「
て
ん
ぷ
ら
（
薩
摩
揚
げ
）
」
、
「
お
酒

（
焼
酎
）
」
、
「
博
多
ラ
1
♂
J

」と
B
艦
グ
ル

メ
で
あ
る
が
、
店
主
が
醸
し
出
す
店
の
雰

囲
気
も
入
れ
る
と
、
最
も
記
憶
に
残
っ
た

店
と
言
え
る
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
訪

れ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
短
大
家
政
科
福
祉
情
報
専
攻

準一教援）

「
思
い
が
伝
わ
る
と
き
」

吉
田
美
和
子

プリンタ商品の一部

高
原
学
校
や
学
園
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
も

み
じ
会
な
ど
大
き
な
行
事
が
次
々
と
終

了
し
、
残
り
の
行
事
の
少
な
き
が
卒
業
ま

で
の
時
聞
を
感
じ
き
せ
ま
す
。
私
は
そ
ん

な
時
聞
の
中
で
、
放
課
後
や
休
日
を
利
用

し
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
ピ
ア
ノ
の
練
習
で
す
。
今
使
っ
て

い
る
テ
キ
ス
ト
2
冊
の
曲
を
全
て
弾
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
短
い
時

間
で
も
毎
日
ピ
ア
ノ
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

実
習
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

歌
を
歌
う
こ
と
の
楽
し
き
も
知
っ
た
の
で
、

就
職
に
向
け
て
さ
ら
に
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
先

日
は
昨
年
に
続
き
2
度
目
と
な
る
障
が
い

者
施
設
の
行
事
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

職
員
の
方
と
利
用
者
の
方
が
作
っ
た
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
や
お
菓
子
を
一
緒
に
販
売
す

る
申
で
、
ろ
う
あ
者
の
方
と
の
関
わ
り
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
私
に
手
話
で
話

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
私
は
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

表
情
と
身
撮
り
手
振
り
を
落
ち
着
い
て

見
て
い
る
と
、
伝
え
た
い
こ
と
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
私
も
相

手
の
目
を
見
て
必
死
に
身
振
り
手
揺
り

で
応
え
よ
う
と
す
る
と
、
利
用
者
の
方
に

も
伝
わ
り
、
心
が
通
じ
合
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
c
こ
の
施
設
で
実
習
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
た
こ
と
で
、
相
手
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
気
持
ち
の
大
切
さ
を
学
び
、

韓
と
関
わ
る
際
に
も
そ
の
気
持
ち
を
持

ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
卒
業
ま
で

の
時
聞
は
残
り
少
な
い
け
れ
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
含
め
、
蔑
さ
れ
た
学
生
生

活
を
存
分
に
楽
し
み
た
い
で
す
。

（
短
大
幼
児
教
育
学
科
2
年）

筆者

『ユ
l
ス
国
際
協
力

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
」

馬

場

美

樹

普
さ
ん
は
”
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
“

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
私
は
9
月
羽
目
、
沼

田
に
ユ
1
ス
国
際
協
力
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
区
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
国
際
援
助
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
考

え
、
意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
私
が
一
番
衝
撃
を
受
け
た
の
が
，
ス

ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
“
で
し
た
。
”
ス
ト

リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
a

と
は
、
路
上
で
生
ま

れ
路
上
で
育
ち
、
麻
薬
に
溺
れ
て
死
ん
で

い
〈
子
供
遣
の
こ
と
で
す
。
そ
の
中
に
は

銃
を
所
持
し
て
い
る
子
供
も
い
ま
す
。
こ

の
事
を
教
え
て
下
さ
っ
た
先
生
は
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
「
そ
の
現
状
を
見
た
時
、
自
分

が
日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
て
き
て
申
し

訳
な
い
と
思
っ
た
」
と
。
そ
の
言
葉
は
私
が

こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
に
は
苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い

る
最
貧
困
は
ほ
ん
の
一
部
に
し
か
す
ぎ

ま
せ
ん
。
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
国
も
あ

り
ま
す
。
私
は
こ
の
会
議
に
参
加
し
た
時

は
興
味
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
は
実
際
に
海
外
に
行
き
、
苦
し
ん
で

い
る
子
供
遣
を
助
け
た
い
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
夢
は
教
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
私

に
で
き
る
こ
と
は
子
供
遣
に
勉
強
を
教
え

て
あ
げ
る
こ
と
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

貧
し
く
学
校
に
通
え
ず
に
い
る
子
供
遣
に

も
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
こ
の
2
日
聞
は
新
た
な
夢

を
見
つ
け
、
人
聞
の
や
亀
へ
き
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
2
日
間
と
な
り
ま

し
た
。
（
附
属
高
校
普
通
科
2
年）

簸者

郡
山
女
子
大
学

人
間
生
活
字
科

重

量

佐

藤

典

子

小
さ
い
頃
か
ら
我
が
家
は
ス
チ
ー
ル
製

の
本
相
と
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
で
あ
ふ
れ

で
い
た
。
私
は
幼
稚
園
の
頃
、
空
に
は
虹
の

固
が
あ
っ
て
、
妖
精
が
住
ん
で
い
る
と
信
じ

て
い
た
。
美
し
い
挿
絵
の
絵
本
は
、
夢
と
空

掴
却
を
与
え
て
く
れ
た
。
や
が
て
、
小
学
校

中
学
年
に
な
る
と
、
雲
に
興
味
を
持
ち
、

気
象
の
本
を
読
ん
で
虹
が
で
き
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
知
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

自
然
の
様
々
な
現
象
を
科
学
的
に
読
み

解
く
こ
と
に
お
も
し
ろ
さ
を
見
出
し
、
胃

理？事主主？ ~ 1t ~量票率 1 ~ 雇て手言案 ~ft 喜多与濃
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科
事
典
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
。
理
科
が
大

好
き
に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、
江
戸
川
乱
歩

の
推
理
小
説
に
夢
中
に
な
り
、
毎
日
学
校

の
図
書
館
に
通
っ
た
。
買
の
中
で
仮
説
を

立
て
、
ぞ
れ
が
正
し
い
か
ど
う
か
謎
解
き

を
す
る
こ
と
は
わ
く
わ
く
し
て
楽
し
か
っ

た
。
こ
の
時
期
の
読
書
が
、
課
題
解
決
能

力
を
養
う
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。

き
て
、
話
は
裏
わ
る
が
、
数
年
前
の
あ
る

日
、
実
家
に
帰
る
と
本
が
少
な
く
な
っ
て
い

た
。
父
に
聞
い
て
み
る
と
、
「
そ
ろ
そ
ろ
終

活
を
」
と
返
っ
て
き
た
。
そ
の
時
、
私
の
口

か
ら
は
恩
わ
ぬ
言
葉
が
出
て
い
た
。
「
研
究

う
に
表
面
に
か
ら
め
る
と
少
量
で
も
轟
く

感
じ
ま
す
。
煮
物
も
表
面
に
味
を
つ
け
、

和
え
物
や
サ
ラ
ダ
は
、
食
べ
る
芭
前
に
調

味
し
ま
す
。
オ
イ
ス
タ
I
ソ
I
ス
や
味
噌

を
材
科
に
薄
く
か
ら
め
る
に
は
酒
で
の
ぼ

す
の
が
コ
ツ
で
す
。
肉
や
魚
の
下
味
に
使

う
塩
も
酒
に
椿
か
す
と
少
量
で
も
均
一

に
馴
染
み
ま
す
。
香

l
i
l－
－
味
野
菜
や
香
辛
料
、

崎
桟
一
酢
や
柑
橘
類
の
酸
味
、

開
澄
一
だ
し
の
う
ま
味
、
泊
の

圃
令
’

一
こ
く
、
焼
き
自
の
呑
ぼ

隼
吋
一
し
さ
を
き
か
せ
る
の

持
ィ
一
も
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
で

崎

町

一

す

。

8
E未
満
の
誠
塩

S

圃
一
食
の
実
行
は
楽
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
で

き
な
い
」
と
あ
き
ら
め

て
し
ま
う
の
は
早
計
で
す
。
心
が
け
一
つ
で

少
し
ず
つ
誠
塩
は
可
簡
で
す
。
日
本
人
の

好
き
な
味
付
け
は
、
「醤
油
味
」
「
甘
辛

味
」
で
す
が
、
良
い
塩
梅
を
顧
と
昔
で
覚

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
努
力
は
食

事
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
修
正
に
も
な
る
と

考
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

に
使
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
残
し
て
お
い

て
う
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。
「
そ
う
か
、
貴
重
な
本

も
あ
る
か
ら
と
っ
て
お
く
よ
」
と
う
れ
し

そ
う
に
笑
っ
た
顔
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
る
。

本
は
、
私
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え

て
〈
れ
る
と
と
も
に
、
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
で
あ
る
。
今
年
他
界
し
た
父
は
い
つ

も
お
気
に
入
り
の
本
を
数
冊
、
枇
元
に
置

い
て
い
た
。
何
度
も
読
み
返
し
、
そ
の
時
々

に
届
じ
た
こ
と
を
書
き
込
み
し
、
樺
娘
、

法
線
を
引
い
て
い
た
。
こ
の
お
正
月
は
、
新

た
な
学
び
を
期
待
し
て
「
種
の
起
調
」
を

じ
っ
く
り
読
ん
で
み
よ
、
ヲ
。



圏
第
引
固
福
島
県
短
歌
祭

【
大
学
の
部
】

V
福
島
県
歌
人
会
会
長
賞

塞
国
舶
に
向
か
う
商
湾
ハ
ス
に
乗
る

不
安
と
期
待
の
就
職
活
動

〈
短
大
・
食
物
2
年
石
川
佳
奈
子
）

V
福
島
県
短
歌
祭
実
行
義
員
会
会
長
賞

気
が
つ
く
と
い
つ
も
騰
に
君
が
い
て

知
ら
ず
知
ら
ず
に
大
切
な
人

〈
短
大
・
食
物
1
年
奥
田
香
里
〉

V
福
島
民
報
社
賞

夏
祭
り
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
手
を
に
ぎ
る

花
火
が
か
く
す
赤
く
な
る
ほ
ほ

〈
短
大
・
食
物
1
年
岩
田
未
来
〉

V
福
島
民
友
新
聞
社
賞

夕
暮
れ
時
夏
の
に
お
い
を
感
じ
ま
す

掠
し
い
風
に
ら
心
が
弾
む

〈
短
大
・

2
年
高
木
真
裏
）

V
い
わ
き
民
報
賞

雨
の
日
に
自
転
車
を
こ
ぎ
登
下
校

広
が
る
擦
に
梅
雨
を
感
じ
る

〈
短
大
・

1
年
迎
真
美
）

V
福
島
県
歌
人
会
賞

両
親
へ
感
謝
し
て
る
よ
あ
り
が
と
、
つ

親
元
雄
れ
知
っ
た
愛
情

（
短
大
・

1
年

浜
本

鶏
沙
〉

－
酉
豪
塁
欝
宍
ム
震
2
0
1
3

〈
一
般
の
都
〉

V
増
大
賞

草
野
順
子
〈
短
大
・
生
芸
助
手
）

〈
脊
少
年
の
部
〉

V
佳
作

渡
辺

開成の杜（7)

格
理
佳
（
短
大
・
生
芸
2
年〉

藤
橋
伽
麓
（
高
校
2
年）

石
井
か
お
り
〈
高
校
3
年）

小
倉
春
香
（
高
校
3
年〉

冠
木
美
音
（
高
校
3
年〉

... 
入
選

圏
分
崇
脅
美
〈
高
校
3
年〉

西
之
宮
結
〈
高
校
3
年）

据
こ
の
み
（
高
校
3
年）

本
固
な
つ
み
（
高
校
3
年〉

阿
部
か
ん
な
（
高
校
2
年〉

鈴
木
花
莱
（
高
校
2
年〉

－
平
成
部
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

圃
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

V
県
一
等
影
山
美
抄
（
高
校
3
年）

V
県
三
等
吉
田
技
里
可
（
高
校
3
年）

圃
郡
山
の
名
物
料
涯
を
作
ろ
う
！

園
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
レ
シ
ピ

圃
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
3

V
優
秀
賞

高
橋
知
穂
（
短
大
・
食
物
2
年）

大
木
玲
亜
蕪
（
短
大
・
食
物
2
年）

$
二
人
の
共
同
出
品

－
ふ
く
し
ま
米
ど
ん
ぶ
り
コ
ン
テ
ス
ト

V
優
秀
賞

浅
倉
冴
美
（
高
校
1
年
・
食
）

V
審
査
員
特
別
賞

佐
藤
結
佳
（
高
校
2
年
・
食
）

圃
郡
山
総
合
美
術
展

園
田
本
圃
の
蹄

V
青
少
年
賞

太
田
美
歌
（
高
校
3
年
・
美
術
）

－
第
犯
園
高
校
錐
窓
口
文
化
祭

｛
ポ
ス
タ
ー
原
画
】

V
優
秀
賞

佐
藤
睦
美
〈
高
校
3
年）

冠
水
美
音
〈
高
校
3
年）

｛
自
徐
斜
学
部
門
・
化
学
部
門
｝

V
奨
励
賞

「
透
明
で
大
き
な
ミ
ヨ
ウ
パ
ン
結
号
く
り

の
研
究
」

｛
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
｝

V
佳
作

山
田
桃
子
〈
高
校
2
年〉

a東
北
大
会
出
場

園
福
島
県
体
育
協
会

－
平
成
お
年
度
表
彰

V
優
秀
選
手
賞

吉
田
文
代
〈
附
属
高
校
教
員
〉

園
第
引
田
県
高
校

圃
新
人
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

〈
本
宮
市
韓
合
体
育
館
）

V
女
子
1
回
戦

郡
山
女
子
大
尉
属
お
B
U川
俣

V
女
子
2
回
戦

都
山
女
子
大
勝
属
M
g
M都
山
東

銀秀賞に甥いた浅倉&f；＠（さん

...... 
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中
村
優
香
（
高
校
1
年〉

佐
藤
智
星
〈
世
間
枝
食
物

i
年）

菅
野
未
来
〈
高
校
1
年・）

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

－
第

M
E・
乳
・
乳
製
ロ
罰
用
料
理

圃
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

県
牟
乳
普
及
協
会
主
催
の
第
純
国
牛

乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
県
大

会
は
U
月
日
目
、
福
島
市
松
川
町
の
県
学

校
給
食
会
で
闘
か
れ
、
本
学
園
か
ら
3
入

が
優
秀
賞
に
遺
ば
れ
た
。

県
内
か
ら
3
6
6点
の
料
理
レ
シ
ピ
が

出
品
さ
れ
、
書
類
審
査
を
通
過
し
た
叩
人

が
調
理
会
実
演
し
た
。

va鹿
島
賞

伊
藤
選
定
期
〈
大
学
・
食
栄
2
年）

鈴
木
溜
奈
〈
短
大
・
食
物
2
年）

渋
谷
奈
都
〈
高
校
食
物
・

2
年）

園
第

η
回
全
国

国
一
清
塑
7
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

ジ
会
字
部
門
高
校
の
部

V
滋
賀
県
知
事
賞

小
倉
春
香
〈
3
年）

V
金
賞

阿
梅

和
紗
〈
3
年）

園
第
4
固
え
む
ぞ
う
く
ん

圃
健
康
レ
シ
ピ
大
賞

V
佳
作
「
小
松
菜
と
バ
ナ
ナ
の
ス
コ
1
ン」

山
口
薬
指
美
〈
短
大
・
食
物
2
年）

－A
E
湾
若
松
米
紛
ネ
ッ
ト
主
催

国
事
成
お
年
度
米
粉
ス
イ
l
ツ

圃
コ
ン
テ
ス
ト

V
入
賞
「
あ
ん
み
つ
大
指
」

佐
藤
望
（
短
大
・
食
物
2
年）

－
来
期
へ
の
飛
躍
醤
う

園
大
学
・
E
4温
蹄

弓
遣
部
は
、
今
年
も
ま
た
哀
の
全
国
大

学
選
手
権
秩
の
東
北
大
学
リ
ー
グ
と
織

し
い
戦
い
に
挑
ん
で
き
た
。
昨
年
東
北
リ

ー
グ
で
2
部
に
昇
格
し
、
強
豪
校
ひ
し
め

く
リ
ー
グ
戦
で
臆
す
る
こ
と
な
く
果
敢
に

戦
っ
た
が
、
カ
及
ぼ
ず
再
び
3
部
に
後
退

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
影
山
主
将

を
中
心
と
す
る
部
員
一
人
ひ
と
り
の
結

束
力
は
聞
く
、
来
年
・
の
再
昇
格
を
目
指
し

て
一
層
の
練
習
に
励
む
こ
と
を
普
い
合
っ

た。
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す
、
郡
山
女
子
大

パ
ワ
ー
で
、
．
来
年
は
倍
返
し
だ
～

代 田園
表部自
の山辰
生女主
綾子宮
9大異
名学
時附
10属
月蔓
25 ≪ 

目今
郡学
山若手

園
児
に
贈
る

市
の
大
拠
出
ザ
央
幼
稚
園
に
手
作
り
の
玩

具
と
紙
芝
居
を
贈
っ
た
。
「
福
島
の
復
興

は
子
ど
も
の
笑
績
か
ら
」
と
考
え
、
夏
休

み
な
ど
を
利
用
し
て
作
成
し
た
作
品
を

園
児
の
保
育
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、

同
園
に
寄
贈
し
た
。
半
世
紀
以
上
に
わ
た

り
女
子
教
育
に
カ
を
注
ぎ
続
け
て
き
た

本
校
な
ら
で
は
の
活
動
で
あ
る
。

贈
呈
式
後
、
高
校
生
と
園
児
と
の
交
流

が
も
た
れ
、
多
加
者
は
笑
顔
に
包
ま
れ
た

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

＼ ~ 
岬~

S児たちと姦しく交涜

－
赤
い
羽
根
募
金
で

－1
5
3
、3
8
5円
の
善
意

大
学
・
短
大
学
友
会
と
附
属
高
校
生

徒
会
は
助
け
合
い
運
動
の
一
環
と
し
て

調地明恵さん
寧成回毎鹿短文劃凶明，.

現
在
、
郡
山
市
立
安
積
第
三
小
学
校
の

図
書
室
に
勤
務
す
る
菊
地
明
恵
さ
ん
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
本
が
大
好
き
で
「
将
来

は
図
書
室
の
先
生
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
夢
を
叶
え
た
わ

け
で
す
が
、
「
図
書
館
司
書
と
い
う
の
は

批
職
先
が
眠
ら
れ
て
い
る
た
め
、
資
格
を

取
っ
て
も
な
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

よ
、
と
先
生
に
色
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
普

通
に
説
職
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
」
。
と

こ
ろ
が
、
前
任
の
方
が
短
大
文
化
学
科
の

学
内
で
募
金
活
動
を
行
い
、
1
5
3、3
8

5
円
の
捧
財
を
得
た
。
日
月
篇
目
、
大
学

学
友
会
会
長
・
佐
々
木
結
美
さ
ん
、
同
副

会
長
・
長
沼
美
机
さ
ん
、
防
属
高
校
生

徒
会
会
長
・
馬
場
美
樹
さ
ん
が
郡
山
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
託
し
た
。

－
収
益
金
を
届
け
る

短
大
・
福
祉
情
報
専
攻
の
学
生
が
ぬ

月
ロ
目
、
日
日
に
聞
か
れ
た
「
も
み
じ
会
」

で
輸
相
一
元
農
産
物
直
売
、
カ
フ
ェ
（
す
い
と
ん
、

ジ
ュ
ー
ス
）
、
パ
ザ
ー
を
企
画
し
、
収
益
の
一

部
を
「
本
県
の
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
カ
フ
ェ
担
当
の
増
子
な
な
え
さ
ん
、
バ
ザ

ー
担
当
の
古
川
袋
央
さ
ん
が
代
表
し
て

福
島
民
報
郡
山
本
社
へ
届
け
た
。

告JI隙宋さん倍弘治子ななえさん｛省｝

卒
業
生
で
、
退
聡
す
る
に
あ
た
り
、
「
後
任

に
は
ぜ
ひ
後
輩
を
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

た
の
だ
そ
う
。
「
最
初
は
自
分
に
で
き
る

か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
図

書
室
の
先
生
に
な
れ
た
の
だ
か
ら
、
頑
張

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」
。

図
書
室
は
2
つ
に
区
切
ら
れ
、
一
方
に

は
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
が
置
か
れ
、
も
う
一

方
に
は
畳
の
ス
ペ
ー
ス
が
。
「
児
童
た
ち
は

寝
こ
ろ
ん
で
本
を
読
ん
だ
り
、
自
宅
に
い

る
み
た
い
に
く
つ
ろ
い
で
い
ま
す
ね
（
笑
）
」
。

朝
の
始
業
前
や
休
み
時
間
、
お
昼
休
み
を

利
用
し
て
た
く
さ
ん
の
児
童
の
皆
さ
ん
が

図
書
室
を
訪
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の

結
果
、
安
積
第
三
小
学
校
は
、
何
と
読
書

推
進
枝
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
い

た
だ
い
た
そ
う
で
す
。
「
こ
れ
か
ら
も
、
た

く
さ
ん
の
児
童
た
ち
に
本
に
触
れ
る
こ
と

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
。
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第
四
町
園
も
み
じ
会
協
賛
、
第
1
8
1図

芸
術
鑑
賞
講
座
「
角
田
弘
司
・
純
一
一
接

芸
三
人
展
」
が
ゆ
月
8
日
か
ら
U
日
ま
で
、

建
学
記
念
講
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
美
術
愛
好
者
が
訪
れ
た
。
角
田
さ

ん
は
会
樟
漆
器
の
代
表
的
な
技
法
の
一

つ
沈
金
（
接
面
を
刃
物
で
掘
り
、
金
箔
を

入
れ
込
む
技
法
）
を
得
意
と
す
る
漆
芸
作

家
で
息
子
の
純
一
さ
ん
と
ご
人
で
会
樟
若

松
市
に
工
房
を
携
え
、
日
展
や
日
本
現
代

工
芸
美
術
展
、
県
総
合
美
術
展
な
ど
で
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
今
回
は
日
展
特

遣
に
選
ば
れ
た
「
耐
え
て
」
な
ど
お
点
が

展
示
さ
れ
た
。

ア
サ
ヒ
ピ
lル
園

新
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発

本
学
・
食
物
栄
養
学
科
の

学
生
が
協
力

大
学
食
物
栄
養
学
科
の
学
生
と
ア
サ

ヒ
ピ
1
ル
園
の
連
携
企
画
「
福
島
の
秋
冬

の
移
り
新
メ
ニ
ュ
ー
」
が
U
月
U
目
か
ら
発

売
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。
メ
ニ
ュ
ー

は
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
3
年
生
の
学

生
が
県
産
食
材
を
使
い
考
案
し
た
込
の

で、
9
品
が
登
場
し
た
。
組
制
人
の
3
年
生
か

ら
初
の
レ
シ
ピ
が
提
案
怒
れ
、

u月
の
審

査
会
で
厳
選
さ
れ
た
も
の
。
「
し
い
た
け
と

鮭
の
フ
ラ
ワ
ー
チ
ー
ズ
焼
き
」
「
き
の
こ
の

ポ
テ
ト
ピ
ザ
」
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
ニ
ヨ
ツ
キ
と
野

菜
の
ク
リ
ー
ム
煮
」
な
ど
学
生
の
感
性
が

生
か
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ん
で
い
た
。

－
モ
バ
イ
ル
ザ
イ
ト
を
と
覧
い
た
だ
げ
ま
す
。

携
館
市
電
話
か
ら
Q
Rコ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
、
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
ヘ

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
Q
R
3
1ド
読
み
取
り
非
対
応
の
方
は
、
左
記

U
R
Lを
入
力
す
る
こ
と
で
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
ヘ
ア
ク
七
ス
で
き
ま
す
o

F
2切
に
＼
穏
当
者
－

w。
江
崎
起
訴

mTFapmの
ふ
句

日展特選1111えてJの前で

人
気
落
語
家
の
春
風
車
ふ
朝
さ
ん
そ

招
い
た
第
1
8
3園
芸
梅
鑑
賞
講
座
が

日
月
お
目
、
建
学
記
念
講
堂
で
行
わ
れ
た
。

始
め
に
小
朝
師
匠
の
弟
子
宝
ヲ
自
の

容
凪
事
ぴ
っ
か
り
さ
ん
が
落
語
界
の
階
級

の
紹
介
や
南
京
玉
す
だ
れ
を
披
露
し
た
。

会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
小
朝

師
匠
が
登
場
。
日
常
か
ら
切
り
出
し
た
笑

い
話
や
「
死
神
」
を
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ

み
の
味
の
お
る
口
調
で
語
っ
た
。

私たちがメニューそ句集Liましたl

園
紛
稚
園
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

園
高
校
の
生
徒
さ
ん
遣
と
交
流

幼
稚
園
の
え
い
ご
教
室
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
っ
て
い
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
。
こ

れ
ま
嶋
、
も
思
い
思
い
の
仮
装
を
し
て
、

宮
島
0
．
F
8
8
3作
り
や
J

豆
島

2

4
2
Sを
難
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

学
内
の
連
携
を
広
げ
、
授
業
の
一
環
と
し

て
隙
属
高
校
の
生
徒
さ
ん
遣
と
も
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
i

高
校
の
体
育
館
に
到
着
す
る
と
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
可
愛
い
飾
り
が
い
っ
ぱ
い
1
子
ど

も
遣
も
初
め
て
入
る
高
校
に
「
う
わ
ぁ
、

す
ご
l
い
l
」
と
感
動
し
な
が
ら
の
入
場

圃マ
l
チ
ン
グ
パ
ン
ド
鶴

－7年
ぶ
り
の
全
国
大
会
ヘ

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
は
ロ
月
日
目
、
き

い
た
ま
市
の
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
聞
か
れ

る
「
第
剖
困
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
全
国
大
会
」
へ
7
年
ぶ
り
に
出
場

す
る
。
大
会
に
は
今
年
1
月
に
亡
く
な
ら

れ
た
郡
山
開
成
学
園
創
立
者
関
白
書
左

先
生
が
大
好
き
だ
っ
た
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
作

曲
の
「
新
世
界
」
で
大
会
に
臨
む
。
部
長
の

芳
賀
瑠
里
穂
さ
ん
（
3
年
）
は
「
全
力
で
漬

奏
し
、
出
場
で
き
な
か
っ
た
先
輩
の
分
ま

で
頑
張
る
」
と
決
意
を
諮
っ
た
。

会
場
の
生
徒
・
学
生
た
ち
は
、
小
朝
師

匠
の
円
熟
し
た
噺
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の

聞
に
引
き
込
ま
れ
て
、
充
実
し
た
時
聞
を

過
ご
し
た
。

本
学
所
蔵

紙
上
美
術
展
花

漆
絵
「
風
」

で
し
た
。
手
遊
び
、
ク
イ
ズ
、
読
み
聞
か
せ

．
・
・
、
心
の
こ
も
っ
た
沢
山
の
お
感
情
し
み
の
畿

に
、
い
よ
い
よ
‘
豆
島
常
J

『
話
邑
ド
キ
ド

ゃ
し
な
が
ら
色
々
な
お
姉
さ
ん
遣
と
触
れ

合
う
こ
と
が
マ
き
ま
し
た
。
高
校
の
お
姉

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
大
学
の
お
姉
さ
ん
、
学

園
の
皆
さ
ん
と
の

触
れ
合
い
も
た
く

さ
ん
で
き
た
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
。
婚
し
い
だ

け
で
な
く
、
心
が

ボ
カ
ボ
カ
す
る
よ

う
な
、
楽
し
い
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
で
し
た
。

.... 
di報師匠の翻ζ引き込開山

角
田

弘
司

作

創
学
館
1
踏
に
展
示
さ
れ
て
い
る

全国大会！こ向けて決措置を新たに

大
抵
の
人
は
朝
、
目
覚
め
る
と
同
時
に

携
帯
や
ス
マ
ホ
を
い
じ
り
、
ぞ
れ
か
ら
テ
レ

ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
朝
食
を
と
り
な
が

ら
情
報
源
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
。
今
日

で
は
ど
く
ど
く
普
通
の
入
、
一
般
的
家

庭
の
有
り
鎌
だ
が
、
意
識
し
よ
う
と
し
ま

い
と
そ
れ
が
生
活
の
習
慣
と
し
て
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
地
球
的
規
模
で
人
や
物
が
動
念
、

交
流
し
、
様
々
の
事
柄
が
錯
綜
し
て
、
そ
の

た
め
の
大
量
の
情
報
が
洪
水
の
よ
う
に
掴
押

し
寄
せ
て
い
る
。
あ
わ
た
だ
し
い
時
間
と
、

ほ
と
ん
ど
一
方
通
行
に
近
い
情
報
の
流
れ

に
逆
ら
う
こ
と
な
く
、
受
動
的
に
そ
れ
を

会
樟
の
地
に
親
子
で
工

房
を
構
え
る
角
田
弘
司
さ

ん
の
作
品
で
、

m月
に
開
催

さ
れ
た
第
mw
囲
「
も
み
じ

会
」
展
で
展
示
さ
れ
た
。

角
田
さ
ん
の
作
品
は
B

展
や
日
本
現
代
工
芸
美
街

展
、
県
総
合
美
術
展
な
ど

で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

県
総
合
美
術
展
審
査
員

な
ど
を
務
め
本
県
の
漆
書

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

受
け
入
れ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
み
。

良
質
な
ら
の
を
選
ぼ
う
と
思
つ
で
も
な
か

な
か
そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
「
選
択
・
決

定
」
の
機
器
ば
か
り
で
あ
る
。
必
要
、
不
必

要
に
関
係
な
く
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
、
そ
の

場
そ
の
場
で
安
易
に
単
純
に
選
択
さ
せ
ら

れ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
や
P
Cで
検
家
し
、
情

報
を
得
る
こ
と
ち
必
要
な
時
代
だ
が
、
賢

く
生
き
る
た
め
に
は
い
っ
そ
の
こ
と
竃
子

機
器
か
ら
涜
れ
る
情
報
を
断
ち
切
り
、
何

が
大
切
か
を
じ
っ
く
り
考
え
る
の
も
得
策

か
も
し
れ
な
い
。
産
接
的
に
、
の
に
触
れ
、

五
感
の

7
Jテ
ナ
を
働
か
せ
て
感
じ
と
る

と
い
う
入
聞
に
と
っ
て
根
語
的
な
行
為
と

そ
の
時
間
の
確
保
こ
そ
大
切
だ
と
思
、

2』

の

頃

で

あ

る

。

（

人

）
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